
みんなで考え みんなで実行 あすの伴づくり

甚大な被害をもたらした「西日本豪雨」。伴地区
は被災を免れましたが、決して「よそ事」と思っ
てはいません。
この西日本豪雨災害を我が事と受け止め、
一人一人の命を守り合う
「防災の伴」

を地域のみんなで創っていきましょう・

開催期日 9月2日（日）午前10時から
場 所 沼田公民館

記念講演 「西日本豪雨災害に学ぶ」
講師 広島工業大学環境土木工学科

教授 森脇 武夫先生

主催 伴学区自主防災会連合会
伴学区町内会連合会 1



防災の伴を進める会

次 第

・黙 祷

・主催者あいさつ

秋野 征治

伴学区自主防災会連合会長

・来賓あいさつ

・記念講演

森脇 武夫先生

・大会決議

「『防災の伴づくり』をめざして」

・閉会あいさつ
水嶋 節郎

伴学区町内会連合会長

会場の廊下に「西日本豪雨災害」
中国新聞写真特報を展示しています。
ぜひご覧ください。 2



大 会 決 議（案）

「防災の伴づくり」をめざして

• 「何十年と住んでいて、何も起きなかった。こんな災害に遭うとは」。土石
流に飲み込まれた自宅を前に立ち尽くす初老の女性。「特別警報の意
味も知らなかった。理解していれば家族全員、早く避難させたのに」と失っ
た家族を悼む男性・・・。

• この2カ月の間、新聞やテレビで伝えられる「西日本豪雨」の被災地から
の生々しい姿を私たちは決して忘れません。「被災地の痛み、悲しみは自
らの身に起きた出来事」。この精神を私たちの心の根底に置いて、「伴学
区地域総合防災計画」づくりに取り組む決意をまず表明いたします。

• 私たちの故郷・伴地区は19年前の「6.29」災害をはじめ、歴史書にあ
らわれる江戸時代以降でも幾度となく大きな水害や山津波に襲われてい
ます。いわば「災害の常襲地帯」です。

• 周囲を山に囲まれ、狭い平地に田畑や家並みが立ち並んだ農村から、
急激な都市化の波にあらわれて、山麓や谷筋に団地が次々に開発され
てきました。その無秩序な開発が土砂災害、洪水などの被害に遭う危険
度を年ごとに高めてきたのがこの半世紀であり、今の姿です。

• 特に「異常気象新時代」という新語が意味するように、これまでの経験
則では計り知れない大災害の危険が私たちの身に迫っています。この現
実を、ここに参集されている皆さまをはじめ、地域の住民こぞってしっかりと
自覚しましょう。そして「自助」自分の身は自分で守る、そして隣近所が助
け合う「共助」へと、これから伴学区の住民の一人一人の命を守り、安全
で安心して暮らせる「防災の伴づくり」に励む決意をここに表明し、全員の
意思をもって大会決議とします。

• 2018（平成30）年9月2日
• 伴学区自主防災会連合会
• 「防災の伴を進める会」
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